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　古紙類を排出する際、一部の地区では新聞紙・

雑誌・ダンボールが３種類に分別されず、混入さ

れた状態で排出されているようです。 

　古紙類は貴重なリサイクルの資源となっている

だけでなく、有価物として売却出来るので、市の

貴重な財源にもなっています。 

　また、古紙類は種類によって、それぞれ違う用

途の紙製品に再生されるため、新聞紙・雑誌・ダ

ンボールの3種類に「分別」することはとても重

要であり、より純度の高いリサイクル品を生産す

る為にも不可欠な取組みになります。もう一度、

各家庭に配布してある「家庭ごみの分け方・出し

方一覧表」をご覧になって、分別排出されるよう

よろしくお願いします。なお古紙類の排出につい

て、次のとおりご協力をお願いします。 

▼菓子箱など、比較的厚紙で出来ているものでダ

ンボールに属さない紙製容器は、「雑誌・本」

に混入させて排出してください。 

▼チラシ類は、新聞紙に混入させて排出してくだ

さい。 

▼古紙類を梱包する際は、紙ひもを使用してくだ

さい。（ビニール紐等で梱包した場合は、収集

いたしません。） 

 

 

 

　今まではペットボトルのラベルは、　　のマー

クがついていても、ペットボトルについた状態で

排出しても回収しておりましたが、４月からは、

より純度の高い資源ごみとして回収するために、

ペットボトルからはがし、プラスチック製容器・

包装の回収日に排出してください。 

■お問合せ先 

▽市民生活部生活環境課 �62-1110・1117 

▽各支所市民福祉課（合川支所�78-2113／森吉

支所�72-3115／阿仁支所�82-2113） 

▽クリーンリサイクルセンター �63－2343

　
今
月
25
日
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
「
ま
ち
の
賑
わ

い
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

北
秋
田
市
で
は
、
大
型
店
の
進
出
や
新
た
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
既
存
商
店
街
の
活
性
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
と
先
進
地
の
商
業
者
、
市
民
ら

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま

ち
な
か
形
成
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　 

 

■
日
　
時
　
２
月
25
日
（
日
）
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分 

■
会
　
場
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

■
内
　
容 

【
基
調
講
演
】 

　
講
師
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
弘
前
大
学
教
授
　
北
原 

啓
司 

氏 

　
演
題
「
こ
れ
か
ら
の
中
心
市
街
地
〜
ま
ち
育
て
の
ス
ス
メ
」 

【
北
秋
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
紹
介
】 

　
紹
介
者
‥
‥
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
事
業
推
進
委
員
会
座
長 

湊
屋 

啓
二 

氏 

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

　
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　
　
基
調
講
演
者
　
北
原 

啓
司 

氏 

　
▽
パ
ネ
リ
ス
ト
（
予
定
） 

　
　
青
森
市
新
町
商
店
街
振
興
組
合
常
務
理
事
‥
‥
‥
加
藤 

博 

氏 

　
　
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
長
‥
亀
山 

武
次
郎 

氏 

　
　
鷹
巣
消
費
者
の
会
会
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
山
野
内 

キ
ミ
子 

氏 

　
　
主
　
婦
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
藤
島 

好
子 

氏 

　
　
高
校
生
（
鷹
巣
農
林
高
校
２
年
）
‥
‥
‥
‥
‥
‥
藤
島 

舞 

氏 

◎
参
加
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
　
北
秋
田
市
産
業
部
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室 
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市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

▼
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
事
業
推
進
委
員
会
▲ 

/25２

（日）

★

古紙類は、新聞紙・雑誌・ダンボール
の３種類に分けて排出してください！ 

ゴミの分別についてご協力をお願いします！

ペットボトルのラベルは、 
はがしてください 

　
戦
後
、
食
料
不
足
の
た
め
に
入
植
・
開
拓
さ
れ
た

高
野
尻
集
落
の
開
拓
60
周
年
記
念
祝
賀
会
が
１
月
14

日
、
同
集
落
の
自
治
会
館
で
開
か
れ
、
出
席
し
た
約

50
人
の
住
民
ら
が
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な

が
ら
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

　
高
野
尻
地
区
は
、
か
つ
て
は
「
掛
泥
野
」
と
呼
ば

れ
た
採
草
地
。
戦
後
の
食
料
不
足
は
深
刻
で
、
当
時

の
綴
子
村
は
原
野
を
開
放
し
、
開
拓
部
落
「
昭
和
」

と
「
高
野
尻
」
を
作
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
高
野
尻
は
、
も
と
も
と
農
耕
に
適
さ
な
い

土
地
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
豆
や
小
豆
栽
培

が
中
心
だ
っ
た
開
墾
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。 

　
そ
の
た
め
、
昭
和
31
年
に
は
高
野
尻
、
太
田
、
糠

沢
地
区
の
43
人
で
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
開
田
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
（
同
39
年
完
成
）
。
そ
の
後
、

昭
和
43
年
か
ら
45
年
に
か
け
て
、
鷹
巣
町
が
町
営
住

宅
を
建
設
し
た
こ
と
か
ら
人
口
も
増
加
、
現
在
は
高

野
尻
自
治
会
（
村
上
祐
治
会
長
、
47
世
帯
）
と
市
営

高
野
尻
団
地
自
治
会
（
小
林
末
松
会
長
、
40
世
帯
）

で
集
落
を
構
成
し
て
い
ま
す
。 

　
祝
賀
会
に
は
、
両
自
治
会
か
ら
約
50
人
が
出
席
。

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
村
上
会
長
が
あ
い
さ

つ
。
「
入
植
・
開
拓
が
始
ま
っ
て
60
周
年
を
迎
る
こ

と
が
で
き
た
。
入
植
当
時
、
開
拓
に
は
た
い
へ
ん
な

苦
労
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
両
集
落

が
一
緒
に
な
っ
て
万
灯
火
（
ま
と
び
）
を
行
っ
て 

い
る
が
、
『
高
野
尻
と
い
え
ば
万
灯
火
』
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
定
着
し
、
住
民
の
絆
も
深
ま
っ
て
い
る
。
今

後
も
集
落
発
展
の
た
め
ご
支
援
を
」
と
、
協
力
を
求

め
ま
し
た
。 

　
ま
た
来
賓
の
久
留
嶋
正
雄
・
市
総
務
部
長
が
、「
先

人
の
偉
業
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
。
こ
の
後
の
懇
談
で

は
、「
思
い
出
を
語
る
」
と
題
し
て
３
人
の
開
拓
者

が
体
験
談
を
披
露
。
こ
の
う
ち
村
上
ミ
ヤ
ヱ
さ
ん

(

82
）
は
、「
当
時
、
一
帯
は
木
の
切
り
株
だ
ら
け
の

原
野
。
豆
や
大
豆
を
植
え
た
が
草
取
り
も
た
い
へ
ん

だ
っ
た
。
当
初
は
ラ
ン
プ
生
活
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

電
気
が
引
か
れ
、
電
灯
が
つ
い
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ

た
」
と
、
当
時
の
苦
労
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
出
席
者
は
、
開
拓
当
時
の
思
い
出
を
語

り
合
い
な
が
ら
60
周
年
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。 

　
世
界
第
２
の
高
峰
「
Ｋ
２
（
標
高
８
６
１
１
ｍ
）
」

の
日
本
人
女
性
初
の
登
頂
者
と
な
っ
た
秋
田
市
出
身

の
登
山
家
小
松
由
佳
さ
ん
（
24
）
の
講
演
会
「
Ｋ
２

の
空
を
め
ざ
し
て
」
（
鷹
巣
北
都
会
主
催
）
が
１
月

19
日
、
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
満
場
の
市
民
ら

が
、
人
生
を
か
け
て
冒
険
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
小
松

さ
ん
の
話
に
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
小
松
さ
ん
は
、
Ｋ
２
登
山
の
よ
う
す
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
い
な
が
ら
紹
介
。
「
多
く
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が
挑

戦
し
、
２
割
以
上
の
人
が
生
き
て
戻
れ
な
い
」
困
難

な
山
に
挑
み
、
雪
崩
や
落
石
な
ど
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
登
頂
に
成
功
し
た
体
験
談
に
聴
衆
も
感
銘
を
受

け
て
い
ま
し
た
。 

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合
う

高
野
尻
集
落
が
開
拓
60
周
年 

か
か
り
ど 

﹁
情
熱
は
可
能
性
を
生
み
出
す
﹂

登
山
家
・
小
松
由
佳
さ
ん
が
講
演 

▲開拓６０周年を祝い合った高野尻集落の皆さん 

 

▲「情熱は夢を実現する可能性を生み出す」と小松さん 

た
か
の
じ
り 

ゆ  
か 


